






東
京
都
世
田
谷
区
長

保
坂
展
人

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
す
こ
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
心
穏
や
か
に
元
旦
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
皆
様
の
お
力
添
え
に
加

え
、
多
く
の
先
人
の
ご
努
力
に
支
え
ら
れ
た
わ

が
国
の
平
和
の
歩
み
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
と
、

改
め
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
将
棋
の
藤
井
四
段
の
連
勝
記
録
な
ど
若

者
の
活
躍
が
報
じ
ら
れ
、
若
い
世
代
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
ん
だ
年
で
し
た
。
一

方
、
地
震
の
傷
も
ま
だ
癒
え
な
い
九
州
地
方
を

７
月
に
襲
っ
た
集
中
豪
雨
な
ど
、
全
国
各
地
で

大
き
な
災
害
が
続
い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
様
や
被

災
者
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に
お
悔
や

み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

自
治
体
の
長
と
し
て
防
災
対
策
な
ら
び
に
事
故

防
止
に
万
全
を
期
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
９
月
23
日
の
第
66
回
の
年
次
法

要
で
ご
挨
拶
す
る
機
会
を
頂
戴
し
、
昭
和
二
十

年
四
月
二
十
九
日
に
鹿
児
島
県
の
鹿
屋
海
軍
航

空
隊
か
ら
沖
縄
に
向
け
て
出
撃
し
た
一
人
の
特

攻
隊
員

森
丘
哲
四
郎
さ
ん
の
手
記
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
際
、
「
『
今
日
は
故
郷
の
村
の
祭
り
の
日

だ
。
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
が
尽
き
ぬ
。
あ
の

御
社
、
あ
の
鳥
居
』
と
い
っ
た
望
郷
の
念
が
募

り
ま
す
。
そ
し
て
出
撃
命
令
を
受
け
る
と
両
親

に
『
幼
児
大
病
に
侵
さ
る
る
事
数
度

死
境
を

歩
む
事
三
度

両
親
様
の
深
き
愛
以
っ
て
今
此

處
（
こ
こ
）
に
あ
り
ま
す
』
と
感
謝
の
念
を
記

し
ま
す
。
こ
う
し
て
出
撃
し
、
二
十
三
歳
で
帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
あ
ま

り
に
も
短
い
生
涯
を
終
え
た
青
年
が
残
し
た
言

葉
は
、
戦
後
の
日
本
に
生
ま
れ
た
私
の
胸
に
も

迫
り
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り

の
若
者
ら
し
い
将
来
へ
の
夢
や
、
あ
こ
が
れ
の

職
業
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
す
べ

て
を
投
げ
捨
て
て
、
戦
局
打
開
の
た
め
に
と
大

空
に
散
っ
て
い
っ
た
瞬
間
を
思
う
と
、
言
葉
を

探
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
冥
福
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。
」
と
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

う
し
た
尊
い
命
の
礎
の
上
に
、
現
在
の
平

和
な
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
あ
る
こ
と
に
改
め
て

思
い
を
馳
せ
、
感
謝
の
念
を
募
ら
せ
て
お
り
ま

す
。世

界
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
日
系
英
国
人
の

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受

賞
な
ど
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
目
立
つ
の
は
北
朝
鮮
の
核
開
発
や

ミ
サ
イ
ル
発
射
の
脅
威
、
そ
し
て
立
て
続
け
に

発
生
す
る
戦
闘
や
テ
ロ
行
為
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

に
起
因
す
る
大
量
の
難
民
の
問
題
な
ど
、
国
際

情
勢
は
ま
す
ま
す
混
迷
の
度
合
い
を
深
め
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

私
は
こ
う
し
た
世
界
の
情
勢
に
対
し
、
わ
が

国
が
積
極
的
に
国
際
平
和
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
、
先
人
の
ご
努
力
に
報
い
る
上
か

ら
も
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
の
大
戦
に
お
い
て
、

ふ
る
さ
と
を
思
い
、
わ
が
国
の
将
来
を
信
じ
て

犠
牲
と
な
ら
れ
た
若
い
命
に
お
応
え
す
る
た
め

に
も
、
平
和
を
守
り
、
国
際
社
会
の
中
で
し
っ

か
り
と
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
年
が
平
和
な
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
と
、

皆
様
に
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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公
益
財
団
法
人

偕

行

社

会

長

志

摩

篤

理

事

長

冨

澤

暉

副
理
事
長

塩

田

章

副
理
事
長

深

山

明

敏

副
理
事
長

白

石

一

郎

副
理
事
長

大

越

兼

行

専
務
理
事

小

栁

毫

向

事
務
局
長

若

木

利

博

公
益
財
団
法
人

水

交

会

会

長

藤

田

幸

生

副

会

長

古

庄

幸

一

理

事

長

齊

藤

隆

副
理
事
長

加

藤

保

専
務
理
事

赤

星

慶

治

事
務
局
長

本

多

宏

隆

航
空
自
衛
隊
退
職
者
団
体

つ
ば
さ
会

会

長

外

薗

健
一
朗

副

会

長

岩

﨑

茂

副

会

長

溝

口

博

伸

副

会

長

戸

田

眞
一
郎

副

会

長

片

山

隆

仁

副

会

長

鹿

股

龍

一

専
務
理
事

吉

岡

秀

之

公
益
社
団
法
人

隊

友

会

会

長

藤

縄

祐

爾

理

事

長

先

崎

一

常
務
理
事

増

田

好

平

常
務
理
事

川

榮

治

常
務
理
事

外

薗

健
一
朗

常
務
執
行
役

久

納

雄

二

（
総
務
担
当
）

事
務
局
長

植

木

美
知
男

公
益
財
団
法
人

大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会

会

長

島

村

宜

伸

理

事

長

柚

木

文

夫

専
務
理
事

圓

藤

晴

喜

東
郷
神
社

宮

司

福

田

勉

東
郷
会

名
誉
会
長

東
久
邇

信

彦

会

長

友

國

八

郎

副
会
長
兼

田

内

浩

編

集

長

伊

藤

和

雄

事
務
局
長

足

立

晴

夫

公
益
財
団
法
人

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

会

長

杉

山

蕃

理

事

長

藤

田

幸

生

副
理
事
長

岩

﨑

茂

専
務
理
事

衣

笠

陽

雄

事
務
局
長

石

井

光

政
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第１１８号 ( 10 )

知覧・鹿屋と開聞岳・黒島の位置関係

沖縄戦においては、沖縄本島西方海域に集結した連合軍艦船を主な目

標とした特攻作戦が行われた。

鹿屋を出撃した海軍機は、鹿児島湾上空から右手に開聞岳を見て沖縄

に向かった。

知覧を出撃した陸軍機は、左手に開聞岳、やがて右手に黒島を見なが

ら沖縄に向かった。

図の線は、知覧及び鹿屋から沖縄西方海域への直行経路を示す。実際

には企図を隠すため、一直線には飛行せず、大陸や台湾に向かうように

装って途中から向かったり、沖縄本島東側に迂回してから向かった事が

あった。
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平
成
30
年
度
慰
霊
行
事
予
定
（
当
顕
彰
会
主
催
及
び
他
団
体
主
催
慰
霊
祭
参
加
予
定
）

（
慰
霊
行
事
名
）

（
期
日
・
場
所
）

（
主
催
者
名
等
）

①
神
雷
部
隊
慰
霊
祭

3
・
21
（
水
）

建
長
寺
「
神
雷
戦
士
の
碑
」

湘
南
水
交
会

②
第
39
回
特
攻
全
戦
没
者
慰
霊
祭

3
・
31
（
土
）

靖
國
神
社

（
公
財
）
特
攻
隊
戦
没
者

慰
霊
顕
彰
会

③
宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
祭

4
・
1
（
日
）

宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
碑

宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
祭

実
行
委
員
会

④
第
42
回
都
城
市
特
別
攻
撃
隊

4
・
6
（
金
）

都
島
公
園
慰
霊
碑

都
城
市
特
別
攻
撃
隊

戦
没
者
慰
霊
祭

戦
没
者
奉
賛
会

⑤
豫
科
練
雄
飛
会
戦
没
者
靖
國
神
社

4
・
４
以
前

靖
國
神
社

豫
科
練
雄
飛
会

慰
霊
祭

⑥
第
50
回
徳
之
島
慰
霊
祭
（
戦
艦
大
和

4
・
７
（
土
）

犬
多
布
岬
慰
霊
塔

伊
仙
町
慰
霊
祭
実
行

を
旗
艦
と
す
る
第
二
艦
隊
戦
没
者
）

委
員
会

⑦
第
47
回
萬
世
特
攻
慰
霊
碑
慰
霊
祭

4
・
8

（
日
）

萬
世
特
攻
慰
霊
碑

南
さ
つ
ま
市
・
萬
世

慰
霊
碑
奉
賛
会

⑧
旧
海
軍
鹿
屋
航
空
基
地
特
攻
隊

4
・
14
（
土
）

小
塚
丘
公
園
慰
霊
碑

鹿
屋
市

戦
没
者
追
悼
式

⑨
第
58
回
出
水
市
特
攻
碑
慰
霊
祭

4
・
16
（
月
）

特
攻
碑
公
園
慰
霊
碑

出
水
市
特
攻
慰
霊
碑

顕
彰
会

⑩
靖
國
神
社
春
季
例
大
祭
（
当
日
祭
）

4
・
22
（
日
）

靖
國
神
社

靖
國
神
社

⑪
沖
縄
県
護
国
神
社
「
あ
ゝ
特
攻

4
・
23
（
月
）

沖
縄
護
国
神
社

（
公
財
）
特
攻
隊
戦
没
者

勇
士
之
像
」
奉
納
式

慰
霊
顕
彰
会

⑫
國
分
基
地
特
攻
隊
員
戦
没
者
慰
霊
祭

4
月
下
旬

特
攻
碑
公
園
内

霧
島
市

特
攻
機
発
進
の
地

⑬
秋
田
県
「
特
攻
勇
士
之
像
」
慰
霊
祭

4
・
28
（
土
）

能
代
八
幡
神
社

東
雲
飛
行
場
慰
霊
奉
賛
会

⑭
秋
田
県
特
別
攻
撃
隊
招
魂
祭

4
・
29
（
日
）

秋
田
市
川
尻
惣
社
神
社

招
魂
祭
実
行
委
員
会

⑮
第
64
回
知
覧
特
攻
基
地
戦
没
者

5
・
3

（
木
）

知
覧
特
攻
平
和
観
音
堂

南
九
州
市
・
知
覧
特
攻

慰
霊
祭

慰
霊
顕
彰
会

⑯
福
岡
県
特
攻
勇
士
慰
霊
顕
彰
祭

5
・
4
（
金
）

福
岡
県
護
国
神
社

福
岡
県
特
攻
勇
士
慰
霊

顕
彰
会

⑰
第
52
回
特
攻
殉
国
の
碑
慰
霊
祭

5
・
13
（
日
）

特
攻
殉
国
の
碑

川
棚
町
新
谷
郷

殉
国
の
碑
保
存
会

⑱
京
都
霊
山
護
国
神
社
特
攻

5
・
20
（
日
）

京
都
霊
山
護
国
神
社

関
西
白
鴎
遺
族
会

勇
士
之
像
慰
霊
祭

⑲
第
51
回
三
重
海
軍
航
空
隊

5
・
20
（
日
）

若
櫻
の
碑
霊
園

香
良
洲
神
社

「
若
櫻
の
碑
」
慰
霊
祭

⑳
千
葉
県
特
攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

5
・
26
（
土
）

千
葉
縣
護
国
神
社

千
葉
縣
護
国
神
社

（
慰
霊
行
事
名
）

（
期
日
・
場
所
）

（
主
催
者
名
等
）

㉑
豫
科
練
戦
没
者
慰
霊
祭

5
・
27
（
日
）

陸
自
武
器
学
校
豫
科
練
之
碑

海
原
会

㉒
指
宿
海
軍
航
空
隊
基
地
哀
惜
の
碑

5
・
27
（
日
）

指
宿
海
軍
航
空
基
地

指
宿
海
軍
航
空
基
地

慰
霊
追
悼
式

哀
惜
の
碑

哀
惜
の
碑
顕
彰
会

㉓
義
烈
空
挺
隊
慰
霊
祭

6
月

初
旬

摩
文
仁
丘
義
烈
空
挺
隊

全
日
本
空
挺
同
志
会
沖
縄

慰
霊
塔

支
部

㉔
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

7
月

上
旬

靖
國
神
社

（
公
財
）
大
東
亜
戦
争
全
戦
没

者
慰
霊
団
体
協
議
会

㉕
第
20
回
十
三
塚
原
特
攻
隊
慰
霊
祭

8
・
15
（
水
）

十
三
塚
原
海
軍
特
攻
碑

霧
島
高
原
ビ
ー
ル
（
株
）

㉖
高
野
山
慰
霊
祭

9
月

上
旬

高
野
山
「
空
」
の
碑

全
日
本
空
挺
同
志
会

㉗
市
ヶ
谷
台
慰
霊
祭

9
月

中
旬

市
ヶ
谷
駐
屯
地

（
公
財
）
偕
行
会

メ
モ
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

㉘
第
67
回
特
攻
平
和
観
音
年
次
法
要

9
・
23
（
日
）

特
攻
観
音
堂

世
田
谷
山
観
音
寺

（
公
財
）
特
攻
隊
戦
没
者

慰
霊
顕
彰
会

㉙
大
阪
護
国
神
社
特
攻
勇
士
之
像

10
月

上
旬

大
阪
護
国
神
社

大
阪
特
攻
勇
士
之
像

慰
霊
祭

慰
霊
顕
彰
会

㉚
原
町
飛
行
場
関
係
戦
没
者
慰
霊
祭

10
月

上
旬

南
相
馬
市
陣
ケ
崎
公
園
墓
地
（
行
事
名
・
主
催
者
等
未
定
）

㉛
旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出
撃

10
・
13
（
土
）

串
良
平
和
公
園
慰
霊
塔

鹿
屋
市

戦
歿
者
追
悼
式

㉜
長
野
県
特
攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

10
月

中
旬

長
野
縣
護
国
神
社

長
野
縣
護
国
神
社

㉝
靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
当
日
祭
）

10
月

中
旬

靖
國
神
社

靖
國
神
社

㉞
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭

10
月

中
旬

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

奉
仕
会

㉟
明
野
忠
魂
塔
慰
霊
祭

10
・
20
（
土
）

陸
自
航
空
学
校
明
野
忠
魂
塔

明
野
忠
魂
塔
顕
彰
会

㊱
神
風
特
攻
隊
慰
霊
碑
参
拝

10
・
25
（
木
）

比
島
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
周
辺

（
公
財
）
特
攻
隊
戦
没
者

慰
霊
顕
彰
会

㊲
神
風
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

10
・
25
（
木
）

西
条
市
大
町
楢
本
神
社

神
風
特
別
攻
撃
隊
五
軍
神

特
攻
戦
没
者
奉
賛
会

㊳
埼
玉
県
特
攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

10
月

下
旬

埼
玉
縣
護
国
神
社

埼
玉
縣
護
国
神
社

㊴
回
天
烈
士
並
び
に
回
天
搭
載

11
・
11
（
日
）

大
津
島
・
回
天
慰
霊
碑

周
南
市
大
津
島
回
天
顕
彰
会

戦
没
潜
水
艦
乗
員
追
悼
式

（
日
時
等
詳
細
は
顕
彰
会
事
務
局
又
は
主
催
団
体
等
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
）



第１１８号 ( 12 )

清楚で香ぐわしい美花水仙は、雪中華とも呼ばれ冬の代表的な花である。

寒のさなか、暖地の海岸などに群れて咲く、日本水仙は、花の少ない真冬

に咲く貴重な花である。

「水仙の 花のうしろの 蕾かな」 星野 立子

季節の花


